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行った．結合材の化学組成を表 1 に示す． 
 
2.2 モルタル圧縮強度 
 表 2 に実験計画を示す．シリーズⅠ，シリーズⅡで
作製した試験体を用いて圧縮試験を行った．シリーズ
Ⅰではポルトランドセメントの少量混合成分量が現行
の JIS規格の 5 %から 10 %に拡大されることを想定し，
少量混合成分量を 10 ％一定とした条件において BFS 
と LSP の混合率を変化させた．シリーズⅡでは A 種

















し，JIS A1108 により測定した．試験体は∮5×10 cm の
円柱とし，5 °C および 20 °C の封緘養生とした．測定
材齢は，いずれの養生温度ともに積算温度で30, 90, 210, 




にて 2 分間混練し，ブリーディングを抑制するため 7
時間程度練り置き後，10 cm3 のスチロール棒瓶に成型
した．以降の養生は 20 °C 封緘とし，材齢 1, 3, 7, 28, 91
日にて強熱減量および粉末 X 線回折(XRD)の測定を行
った．材齢の経過した試料は脱型後粗砕し，多量のア
セトンにて水和停止後，40 °C，24 時間の乾燥を行った． 
乾燥後の試料は，振動ミルにて微粉砕した．スラグ




XRD の測定条件はターゲット CuKα，管電圧 45kV，
管電流 40mA，走査範囲 5-70 deg.2θ，ステップ幅 0.02 
deg.とし，半導体型高速検出器を用いた．リートベルト
解析は SIROQUANT Ver3.0 を用いた．水和試料と同条



























































表 1  使用材料の化学組成 
SiO2 Al2O3 Fe2O3 CaO MgO SO3 TiO2 Na2O K2O
OPC 3.16 3490 20.94 5.45 2.83 64.96 1.54 2.05 0.27 0.32 0.48
BFS 2.91 3930 34.03 14.36 0.83 43.28 6.51 - 0.46 0.18 0.31
CS 2.96 3030 40.50 55.68

















































表 3  セメントペーストの調合 

















シリーズ I およびシリーズ II で得られた圧縮強度試
験のうちの一部を以下に示す．図 1 には，シリーズ I の
うち，OPC ベース，CS 0 %で 20 °C 養生での圧縮強度
を示す．ベースセメントが OPC で混合材量が 10 %一
定の条件では，BFS や LSP を単独使用するよりも，両
者を併用した方が圧縮強度は高くなった． 
図 2 には，シリーズ II のうち，OPC ベースで 20 °C
養生での圧縮強度を示す．スラグ混合率の増加に伴い，
圧縮強度は低下する傾向にあるが，CS の添加により材
齢 1 日での圧縮強度は増大した． 
図 3 および図 4 には，シリーズの II の実験結果を
OPC 単独での圧縮強度との強度比として示す．図 3 は
OPC ベース，図 4 は HPC ベースである．OPC ベース


















率は材齢 91 日で 40-50 %程度であり 9)，これと比較す
ると高炉セメント A 種でのスラグ反応率は高くなった．
また，CS や LSP の影響は，材齢 7 日までは CS， LSP
の混和によりスラグの反応は促進し，材齢 28 日以降で
は無混和に比較して停滞する傾向が認められた． 
 図 6 には C3S および C2S の反応率を示す．スラグ共
存時のセメント鉱物の反応は，C3S は促進し，C2S は遅




和や CS と LSP が共存した場合，C3S の初期水和反応
は促進し，CS と LSP を併用した場合は C2S の水和反
応は抑制される傾向にあった． 
















































図 1  シリーズ I 圧縮強度 
 
図 2  シリーズ II 圧縮強度 
(点線はCS 2%) 
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表 3  セメントペーストの調合 


















に比較して BA で少なく，またいずれも材齢 1 日での
生成量が最も多く，長期材齢では消失した．CSではAFt
の生成量は著しく増大し，材齢の経過とともに減少す
るが材齢 91 日においても残存した．LSP も同様に AFt




での AFm 生成量は多く，スラグの反応による AFm の
生成が示唆された．また，図示はしていないが，LSP で
は AFm は生成せず Mc と Hc が生成し，Mc に比較し
て Hc の生成量が多かった．高炉セメントに石灰石微粉
末が共存した系では AFm はほとんど生成せずにカー




以上の水和反応解析の結果と，シリーズ II での OPC
ベースのモルタル圧縮強度との関係を考察すると，CS
の混和による材齢 1 日での圧縮強度の増大は，C3S お
よびスラグの水和反応の促進，AFt 生成量の増大等の
影響が考えられる．以降の材齢では，水和反応の観点






































































図 4  OPC に対する強度比(HPC ベース) 
 
図 5  セメント全体およびスラグ反応率 
図 6  C3S およびC2S 反応率 
 













4) OPC をベースセメントとし，スラグ混合率が 20 %
の条件で水和反応解析を行った結果，CS の混和に
より材齢 1 日でのC3S およびスラグの水和反応の
促進，エトリンガイト生成量の増大が認められた．
このことが圧縮強度が増大した要因と考えられた． 
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対象橋梁は，橋長 406.5 m，全幅 10.35 m の三連の三











性変形（最大傾斜度 δ/H ≒ 1/55，H：ウェブ高，δ：最
大水平変位量）が確認されている． 
なお，本論文では，図 1 に示すように河川敷上にあ










（G1～G3）の，全 12 ケース（3 断面× 4 載荷パターン）
である．表 1 には，載荷ケースを一覧にして示してい
る．写真 1 には，載荷ケース B-G1 の実験状況を示し
ている． 
計測項目は，(1) 各径間の 1/8 点毎および中間支点近
傍における主桁上下フランジの橋軸方向ひずみ（3 断
面×3 主桁×上下 2 点 = 138 点），(2) 各径間の 1/2 点に
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A-G1 G1 側 
A-G2 G2 上 





B-G1 G1 側 
B-G2 G2 上 





C-G1 G1 側 
C-G2 G2 上 
C-G3 G3 側 
 
 
写真 1 実験状況（載荷ケース B-G1） 
 














よび舗装部には 8 節点ソリッド要素を用いた． 
有限要素モデルは，建設当時の設計図書を参考に，
可能な限り忠実に作成した．総節点数および総要素数


























RC 32.5 0.17 
鋼材 200 0.30 



















                
(b) P2 橋脚近傍                                     (c) 支承部拡大 
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(b) P2 橋脚近傍                                     (c) 支承部拡大 
図 3 三次元有限要素モデル 
 
される．最大引張ひずみは，中央径間中央並列載荷（載






 図 5 には，中央断面の G1 桁側に偏心載荷させたケ
ース B-G1 における (a) P1 橋脚近傍， (b)支間中央お
よび (c) P2 橋脚近傍の 3 断面の主桁上下フランジの橋
    
  (a) ケースA-P                     (b) ケース B-P                     (c) ケース C-P 








(c) P2 橋脚近傍断面 





に着目すると，偏心載荷側G1 桁下フランジで 208 μ，







































図 6 および表 4 より，断面中央での載荷ケース（B-P, 
B-G2） において，G1 桁のたわみが G3 桁のたわみよ
りも大きいことが分かる．例えば，並列載荷であるケ
ース B-P の場合には，G1 桁で 10.2 mm のたわみに対し
て，G3 桁では 8.7 mm となっている．これは，対象橋 




実験結果 (μ) 数値解析結果 (μ) 
ローラー支承 ピン支承 
G1 G2 G3 G1 G2 G3 G1 G2 G3 
P1 橋脚 
近傍断面 
上フランジ 14.0 9.5 -2.0 7.3 3.4 1.3 1.2 -1.8 -3.2 
下フランジ -87.0 -53.0 -10.0 -85.4 -53.2 -16.0 -163 -95.5 -19.3 
中央断面 
上フランジ -21.5 -6.0 -10.0 -0.8 7.7 10.3 -14.7 -5.8 -1.8 
下フランジ 208 142 59.0 224 151 78.5 158 90.2 23.5 
P2 橋脚 
近傍断面 
上フランジ 22.0 17.0 1.5 6.5 4.9 2.6 1.2 -0.7 -3.2 




    (a) ケース B-P      (b) ケース B-G1    (c) ケース B-G2     (d) ケース B-G3 
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G1 G2 G3 G1 G2 G3 G1 G2 G3 
B-P 中央並列 10.2 9.8 8.7 12.8 12.9 12.2 7.1 7.2 6.5 
B-G1 G1 桁側縦列 14.2 9.4 4.6 17.6 12.0 6.7 11.3 6.5 1.8 
B-G2 G2 桁上縦列 9.8 9.7 8.2 12.0 12.2 11.5 6.4 6.7 6.0 

























つ効率的な工法の開発が喫緊の課題となっている．   
著者らはこのことに着目し，予めアラミド繊維製 
FRP シート (以後，AFPR シート) にエポキシ系樹






































Pu (1) (kN) 
設計せん断耐力 2×Vu (kN) 
せん断 
余裕度 










 59.8 0.60 
A-20 20 26.6 86.4 0.86 
A-40 40 53.1 113 1.12 
A-60 60 79.7 139 1.39 
W-20 
水中 
20 26.6 86.4 0.86 
W-40 40 53.1 113 1.12 
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力 Pu および設計せん断耐力のコンクリート分担分 
Vc は土木学会コンクリート標準示方書 3) に準拠し，
コンクリート実圧縮強度 f'c = 30 MPa ，軸方向鉄筋
の実降伏強度 fy = 395 MPa を用いて算出した．また，
AFRP 帯の設計せん断耐力分担分 VAF はアラミド
補強研究会の「アラミド繊維シートによる鉄筋コン
クリート橋脚の補強工法設計・施工要領 (案)」(以後，
補強設計要領) 4) に準拠し，下式 (1) により算出し
た． 
 
























表３ 水中硬化型接着樹脂の力学的性質 (公称値) 
 




AFRP 帯の幅を変化させた全 7 体である (表１ 参
照)．試験体名の内，第 1 項目は施工・養生環境 (A：
気中，W：水中)，第 2 項目は AFRP 帯幅 (単位：
mm)を示している．  
図１には試験体の形状寸法，配筋状況およびせん
断補強概要の一例 (A/W-40 試験体) を示している．
試験体は断面寸法 150×200 mm，純スパン長 1.7 m 
の複鉄筋 RC 梁である．なお，断面の四隅には 10 
mm の面取りを施している．上下端鉄筋には 
D19(SD345) を 2 本ずつ配置している．スターラッ
プには D6(SD345) を用い片側の等せん断力区間を


























圧縮強度 53.0 JIS K-6911 
曲げ強度 32.4 JIS K-6911 
引張強度 15.0 JIS K-6911 
液状 
接着樹脂 
圧縮強度 40.0 JIS K-6911 
曲げ強度 35.0 JIS K-6911 























せん断力区間の 6 等分点とし，表２に示す保証耐力 































一般的な照査値 (1.5 MPa) を上回っている．従って，
本実験に用いた水中接着樹脂は接着材料としての性
能を満足しているものと判断される． 
液状水中接着樹脂については，継手長を 10 cm 程 
度以上とすることで AFRP 帯の保証耐力以上の付
着力を確保できることを確認している． 従って，
AFRP 帯の継手長は RC 梁上面において 13 cm と
した． 
 




1) 水中接着樹脂を混合し，厚さ 4 mm 程度に成 
形する． 
2) 気中で AFRP 帯と接着樹脂を一体化させる． 
3) 水槽内に設置された RC 梁の接着面に 2) を
配置し圧着する． 
4) 圧着した状態で 5 日間程度水中養生する． 
なお，上記の水中接着は専用の装置を用いて一面
ずつ圧着し，接着樹脂の可使時間 (30 分程度) 内に
すべての面の接着を完了している．樹脂の厚さは圧




量 200 kN の油圧ジャッキを用いて 4 点曲げ載荷
試験法により行った．水中接着補強した RC 梁の載
荷実験は，試験体を水から引き揚げた後，ひずみゲ 
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て A-1～A-5 とする．また，図には各 AFRP 帯に
おいてひずみ値が最も大きく示された測定値を示し
ている (ひずみゲージ位置は図４参照)． 
図より，A-40 試験体の場合には，いずれの AFRP 
帯も変位 δ= 4～5 mm 程度において，ひずみが急




































のような性状は，A/W-20 および A/W-60 試験体に
おいても同様であることを確認している． 
 














値には各 AFRP 帯に貼り付けた 5 点のひずみゲー
ジ出力の最大値を用いている．図より，AFRP 帯の 
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AFRP 帯幅が 20 mm の場合において，水中施工さ
れた AFRP 帯のひずみが気中施工の場合よりも大






































3.5 AFRP 帯の作用引張応力 
表５には，主鉄筋降伏時における AFRP 帯の作用
引張応力の一覧を示している．なお，表中の AFRP 








図４ 主鉄筋降伏時における AFRP 帯各計測点のひずみ分布性状の一例 






















1) 水中せん断補強により，せん断破壊型 RC 梁
の破壊形式を曲げ破壊型に移行可能である． 



















1) 三上 浩，岸 徳光，栗橋祐介：水中硬化型接着
樹脂と AFRP 版を用いて水中補強した RC 梁の
静載荷実験，コンクリート工学年次論文集，Vol.32，
pp.1327-1332，2010. 



































N 38.1 - - - - - 
A-20 53.3 15.2 0.83 1414 976 0.69 
A-40 53.9 15.8 0.50 737 592 0.80 
A-60 51.4 13.3 0.18 414 207 0.50 
W-20 52.1 14.0 1.05 1304 1236 0.95 
W-40 54.1 16.0 0.43 744 508 0.68 
W-60 54.8 16.7 0.24 519 285 0.55 
*1：式 (1) に基づき N に対する荷重増分から算定， *2：AFRP 帯の最大ひずみから算定
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鋼屑による不純物元素として Cr，Al，Ti など 1)の問題，

























告されている．鋳鉄中に含まれている S は Mn と共存
すると MnS のような安定した硫化物になりやすい．従
来，硫化物を形成する Mn と S の相関関係は
Mn%=1.71S%13)で知られている．本研究では以上のよ
うな S と Mn の相互作用を考慮し，S 及び Mn の含有量











と略す)，Si を 3.0%とした．S 含有量は電気炉溶解で生
成される工業材料及びキュポラ溶解で生成される工業
材料を想定し，0.02%，0.10%，またそれらと比較する
上で 0.30%の 3 水準に，Mn 含有量は Mn%＝1.7×S% + 
0.25 とし，0.28%，0.42%，0.76%の 3 水準と Mn 含有量












鏡組織を Fig.1 に示す．S の含有量が少ない 0.02S 試料
では，Mn の含有量が少なくても黒鉛の大きさは Fig.2
に示す ISO945 の 3～4 と大きいが，0.10S，0.30S の試






















































































一例を Fig.4～6 に示す．Fig.4～6 は処理時間 12h，Mn
含有量が 0.28%，S 含有量がそれぞれ 0.02%，0.10%，
0.30%の試料である． Fig.4～6 から，多孔質層深さは S
Table 1 Chemical composition of specimens. (mass%)
Fig. 1 Microstructure of specimens. (as cast) 
Fig. 2 Graphite size. (ISO 945) 
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0.42Mn の試料では，それぞれの処理時間において S の
含有量が多いほど多孔質層の生成量が少なく，酸化層
も多量に生成される．特に，Mn と S と平衡して存在
する状態よりも S が過剰なほど多孔質層の生成量が少















































Fig.7 に示す．鋳放し試料では，確かに S 含有量が多い
ほど多孔質層の生成量は少ないが，黒鉛の大きさも 3
～5 と大きいため，S や Mn の影響であるのか区別でき
ない．一方，一方向凝固試料では，黒鉛の大きさがほ
ぼ同じであるにも関わらず，多孔質層の生成量に大き





























Fig. 4 Micostructure of decarburized flake graphite cast 
iron. (as cast, 0.28Mn 0.02S, holding time; 12h) 
Fig. 5 Micostructure of decarburized flake graphite cast iron. 
(as cast, 0.28Mn 0.10S, holding time; 12h) 
Fig. 6 Micostructure of decarburized flake graphite cast 
iron. (as cast, 0.28Mn 0.30S, holding time; 12h) 
Fig. 7 Relationship between pored layer and graphite 





S 及び Mn がどのように多孔質化処理に影響を及ぼ
しているのかを検討する．鋳鉄中で S 及び Mn が共存
している状態では，凝固時に MnS のような安定した硫





って，Mn 及び S は鋳鉄中で MnS として存在する以外
では，基地組織中にそれぞれ固溶しているので，多孔
質化処理に及ぼす要因としては，基地組織中に固溶し









した．Fig.8 に溶存 S と多孔質層の生成速度との関係を
示す．溶存 S は，全 S 含有量から MnS の S%を引いた
量であり，[溶存 S]=S－｜(Mn-0.25)/1.7｜とした．なお，
Mn×S の値が 0.01 を超えないならば，MnS は生成しな
いことが確認されている 14，15)．したがって，0.10Mn
の試料では，MnS が生成されないとし，溶存 S=全 S
含有量とした． 
Fig.8 において横軸は溶存 S 量を示しているが，実際
には溶存 S 量がマイナスになることはない．Fig.8 にお
けるマイナス領域というのは，S 含有量に対して MnS
を生成するのに必要以上のMn含有量が存在する領域，
つまり，S 含有量に対して Mn 含有量が過剰に存在す
る状態を示している．なお，このマイナス領域におい
ても S はすべて MnS として存在せず，溶存 S としてわ
ずかに存在していることは確認されている 14)． 
また，プラスの領域は Mn 含有量に対して S 含有量が
多量に存在している状態を示している．Fig.8 から溶存
S が多いほど，つまり S 含有量に対して Mn 含有量が
少ないほど多孔質化層の生成速度が小さいことがわか




る．したがって，Mn 含有量は S 含有量に対して，MnS
を生成する以上に多量に存在することが望ましいこと














































Fig. 8 Relationship between pored layer and retained S. 
(unidirectional solidification, holding time; 12h) 
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Fig. 8 Relationship between pored layer and retained S. 
(unidirectional solidification, holding time; 12h) 








パーライト化元素である．しかし，Mn と S が化合し
て MnS を形成すると両者の合金作用は消失し，パーラ
イト化作用はなくなり，無害化(フェライト化)できる．











Mn と B は共にパーライト安定化元素である．しか




FCD350 クラスの高い延性を備えた B 添加球状黒鉛鋳
鉄製造の可能性も考えられる．また，晴山ら 19)，小綿
ら 20)は，鋼屑の Mn が増大することを逆手にとって，
高強度鋳鉄の開発を提案している． 
さらに，例えばチャンキー黒鉛の生成防止手段とし


























Mn 含有量に対して S 含有量が多くなると，酸化層
が多量に生成される． 
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造した．砂型は 7 号のオリビン砂に水ガラスを約 10％
混合したものを造形し，CO2 ガスを吹きかけて硬化さ
せた．試験片は図 1 に示すような直径 14 ㎜の鋳抜きの









































図 2 分極実験装置 
 
2.2 フィールド耐食試験 




2013 年 8 月から 2014 年 2 月までの期間海洋中に浸漬
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図 2 分極実験装置 
 
2.2 フィールド耐食試験 
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*1：有限会社 寺岡商事  












































































*1：有限会社 寺岡商事  



























































































1 回転あたり発電機を 468 回転させ発電を行う．水温
は 20.6~20.8℃であった．発電機はバッテリーと接続
されており，発電時に負荷をかけない状態と抵抗とし


















































































図 7 使用した多段式開閉型水車 
 






































































図 9 流速 2.0m/s における時間と角速度の関係 
本実験より各負荷状態においても 2 ノット程度の流












































図 10 バッテリーの入力および出力電気量の関係 
Time , s
0


















































負荷無 14～40 2.7 24.5 66
白熱電球
500W 1個 5～45 20.2 25.1 507
白熱電球
500W 2個 10～35 38.2 23.7 905
白熱電球
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図 10 バッテリーの入力および出力電気量の関係 
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 供試材はマンガン(Mn)の添加量を 4mass%とし，V の
添加量を 5，7.5 および 10mass%，Cr の添加量を 0，4.5

































20kV にて実施した．X 線回折(XRD)は，Cu 管球を用
い，40kv-20mA の条件で 2θ を 40～150deg.の範囲で行


















た試験機の概略図を Fig. 1 に示す．衝突粒子は平均粒

































































Table 2 に示す．各種 Fe-C-Mn-Cr-V 系多合金鋳鉄は
約 500～600HV50 であった． 
 
 
 Fig. 1 Outline of the blast machine. 
Fig. 2 SEM image of irregularly shaped steel grits. 
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約 500～600HV50 であった． 
 
 
 Fig. 1 Outline of the blast machine. 
Fig. 2 SEM image of irregularly shaped steel grits. 




















































3.3 EDS による金属表面の面分析 
Fe-C-Mn-Cr-V 系多合金鋳鉄の面分析結果を Fig. 4 に
示す．V と C の反応が顕著であることから，球状の炭
化物はバナジウム炭化物である．また，針状もしくは































3.4 XRD 回折による基地組織および炭化物の同定 
5V-0Cr，5V-4.5Cr および 5V-9Cr の X 線回折結果を
Fig. 5 に示す．5V-0Cr ではVC, Cr3C，5V-4.5Cr および
5V-9Cr ではVC, Cr3C および Cr7C3が確認された．ま
た，基地組織は硬さおよび組織観察の結果から，Cr 含




























































































































Table 2 Hardness of specimens. 
(a) EDS analysis of 5V with 0, 4.5, and 9 mass%Cr. 
Fig. 4 EDS analysis and SEM images of specimens. 




Fig. 5 X-ray diffraction patterns of 5V  





供試材のエロージョン摩耗試験結果を Fig. 6 に示す． 
5V，7.5V，10V の供試材全てにおいて Cr 含有量の増加
に伴い，損傷速度および衝突角度依存性が小さい．中
でも，5V-9Cr，7.5V-9Cr および 10V-9Cr は同程度の耐
摩耗性を示し，17Cr の約 2 倍の耐摩耗性を示した．
5V-9Cr，7.5V-9Cr および 10V-9Cr の損傷速度が同程度
の値となったことから，本鋳鉄系において V 含有量を
5%まで低減可能である．しかしながら，5V-9Cr，









Fig. 7 に示す．炭化物の面積率は Cr 含有量の増加に伴
い，増加傾向を示したが，V 含有量では大きな差は見
られない．炭化物の面積率は Cr 含有量 0%の供試材で
は約 18%，Cr 含有量 4.5%の供試材では約 23%，Cr 含
有量 9%の供試材では約 27%であった．また比較材の











































































































































(a) 5V with 0, 4.5, and 9 mass% Cr. 
(b) 7.5V with 0, 4.5, and 9 mass% Cr. 
(c) 10V with 0, 4.5, and 9 mass% Cr. 
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(a) 5V with 0, 4.5, and 9 mass% Cr. 
(b) 7.5V with 0, 4.5, and 9 mass% Cr. 
(c) 10V with 0, 4.5, and 9 mass% Cr. 
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Fig. 8 Vickers hardness changes before and  
     after erosive wear tests of specimens. 
Fig. 7 Volume fraction of carbides vs. Cr  

















































































上掛け水車 0.200 0.050 6 直線形
水車種類 水車直径(m) 水車全長(m) 羽根枚数(枚) 羽根間隔(m)
螺旋水車 0.070 0.150 4 0.015
※下掛け水車の曲線形はR=0.15
下掛け水車 0.300 0.050

















































































上掛け水車 0.200 0.050 6 直線形
水車種類 水車直径(m) 水車全長(m) 羽根枚数(枚) 羽根間隔(m)
螺旋水車 0.070 0.150 4 0.015
※下掛け水車の曲線形はR=0.15
下掛け水車 0.300 0.050

































































 (b) 水路落差 0.2ｍ 
図 1 下掛け水車の発電電力と回転数の関係図 
表 3 各水車の発電量 
 
※下掛け水車のギヤ比は1：50，らせん水車のギヤ比は1：25 
水車種類 羽枚数(枚) 羽形状 流量(L/s) 有効落差(m) 平均電圧(V) 平均電流(mA) 平均発電力(W) 平均回転数(rpm) 総合効率η
0.1133 0.563 2.256 0.0013 54 0.0011
0.2134 0.835 3.343 0.0028 68 0.0013
0.1292 1.129 4.523 0.0051 94 0.0013
0.2366 1.764 7.049 0.0124 115 0.0018
0.1163 1.117 4.465 0.0050 73 0.0044
0.2193 1.185 4.735 0.0056 76 0.0026
0.1267 1.411 5.648 0.0080 96 0.0021
0.2400 1.958 7.829 0.0153 126 0.0022
0.1160 1.143 4.573 0.0052 76 0.0046
0.2193 1.455 5.815 0.0085 93 0.0039
0.1272 1.537 6.143 0.0094 100 0.0025
0.2397 1.970 7.878 0.0155 127 0.0022
1.00 0.0647 0.379 1.518 0.0006 50 0.0009
1.25 0.0791 0.537 2.148 0.0012 80 0.0012

















水車種類 水車直径(m) 流量(L/s) 落差(m) 羽枚数(枚) 羽間隔(m) 設置角度(°)











表 5 羽根形状の違いによる比較（対直線形状） 
 
 
























































































表 5 羽根形状の違いによる比較（対直線形状） 
 
 





































































































































































































2 概 要 
 







































































2 概 要 
 






















































































































































































































































x 30 mm（アズワン製）に混合灰を 5 g 投入し，小
板を使って平らに押し固めた． 

















































および時間を 1120 °C, 4 h とし，ホウ酸を 1 および 2 
wt%添加した混合灰の焼成試験を行った．その結果，得
られた焼成体の強度はいずれも非常に脆く，耐荷重は





表１ ホウ酸混合灰から得られた焼成体の強度 a) 
a) 焼成条件：1120 °C, 4 h 
 









３種の Ca 塩では，その耐荷重は 3,000 g 以上まで向上
した（表２）． 
 
表２ ホウ酸(2 wt%) — カルシウム塩(8 wt%)混合添加
剤を用いて生成した混合灰焼成体の強度 a) 
Ca 塩 CaCO3 CaO Ca(OH)2 CaSiO3-nH2O
耐荷重 (g) 3,000 3,000 3,000 2,000 
a) 焼成条件：1120 °C, 4 h 
 
 混合添加剤系の有効性を確認するために，各種 Ca 塩
から炭酸カルシウムを選択し，添加量を 8 wt%に固定




表３ ホウ酸の割合を変えて調製した CaCO3(8 wt%)
混合添加剤を用いて生成した混合灰焼成体の強度 a) 
ホウ酸 (wt%) 0.2 0.5 1 
耐荷重 (g) 400 600 1700 










ホウ酸 (wt%) 1 2 
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講 演 録 
 
 【日  時】平成 25 年 10 月 18 日(金) 14：00 ～ 17：00  









室蘭工業大学 大学長 佐藤 一彦 
【講演】 
演題Ⅰ：「環境新聞連載取材等に見る循環ビジネスの検討」 
株式会社環境新聞社 編集部サブデスク 黒岩  修 氏 
  演題Ⅱ：「北海道における環境関連事業の取り組み」 
    北海道経済産業局資源エネルギー環境部 環境・リサイクル課 課長補佐 清野 正樹 氏 
 演題Ⅲ：「地域資源を活用したバイオマスタウンの形成」 
下川町環境未来都市推進課 課長 長岡 哲朗 氏 
 演題Ⅲ：「ＦＩＴと小水力」 
富士電機株式会社 発電プラント事業部 水力プラント部主席 高橋 正宏 氏 
 
【開会挨拶】 
室蘭工業大学 大学長  































































































株式会社環境新聞社 編集部サブデスク  































































































株式会社環境新聞社 編集部サブデスク  





























































































































































































































































































































































































































７月に Green Prop というガラリと社名を変更し，元々副
社長だった川添克子さんが社長に就任し新しい会社として
スタートしました．Green Prop という社名は，持続可能
















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 平成25年度 共同研究等事業実績 
 
共同研究プロジェクト（客員教授プロジェクト研究）                       ※研究代表者 





※くらし環境系領域   教授 濱  幸雄
くらし環境系領域   准教授 菅田 紀之









※くらし環境系領域  准教授 小室 雅人
 くらし環境系領域   講師 栗橋 祐介
(株)構研エンジニアリング







※くらし環境系領域   講師 栗橋 祐介
 くらし環境系領域  准教授 小室 雅人
三井住友建設(株) 
技術開発センター 











1 くらし環境系領域   講師 市村 恒士 1
2 くらし環境系領域  准教授 上井 幸司 1
3 くらし環境系領域   教授 大平 勇一 2
4 くらし環境系領域   助教 神田 康晴 1
5 くらし環境系領域   講師 栗橋 祐介 1
6 くらし環境系領域  准教授 小室 雅人 3
7 
くらし環境系領域 
  特任教授 田畑 昌祥
1
8 くらし環境系領域   教授 土屋  勉 1
9 くらし環境系領域   教授 濱  幸雄 4
10 くらし環境系領域   講師 真境名達哉 1
11 くらし環境系領域   教授 溝口 光男 1
12 しくみ情報系領域   教授 板倉 賢一 2
13 しくみ情報系領域   教授 永野 宏治 2
14 しくみ情報系領域   教授 福田  永 1
15 しくみ情報系領域  准教授 渡邉 真也 1
16 ひと文化系領域   准教授 上村 浩信 1
17 もの創造系領域    教授 相津 佳永 1
18 もの創造系領域   准教授 植杉 克弘 1
19 もの創造系領域    教授 上羽 正純 1
20 もの創造系領域    教授 風間 俊治 1
21 もの創造系領域    教授 河合 秀樹 1
22 もの創造系領域   准教授 岸本 弘立 1
23 もの創造系領域   准教授 佐伯  功 2
24 もの創造系領域   准教授 境  昌宏 1
25 もの創造系領域    教授 清水 一道 9
26 もの創造系領域    教授 世利 修美 3
27 もの創造系領域   准教授 高氏 秀則 1
28 もの創造系領域    教授 埜上  洋 2
29 もの創造系領域    講師 松本 大樹 1
30 もの創造系領域   准教授 渡邊 浩太 1
31
航空宇宙機システム研究センター 



























1 くらし環境系領域   教授 中津川 誠 1
2 くらし環境系領域   教授 中野 博人 1
3 くらし環境系領域   講師 真境名達哉 1
4 くらし環境系領域  准教授 吉田 英樹 1
5 しくみ情報系領域   教授 塩谷 浩之 1
6 もの創造系領域   准教授 魚住  超 1
7 もの創造系領域   准教授 梶原 秀一 1
8 もの創造系領域   准教授 岸本 弘立 1
9 もの創造系領域    教授 清水 一道 4
10 もの創造系領域    教授 関根ちひろ 1
11 もの創造系領域    教授 世利 修美 1
12 もの創造系領域    教授 髙木 正平 1
13 もの創造系領域   准教授 花島 直彦 1
14 もの創造系領域    講師 松本 大樹 1
15
OASIS(環境・エネルギーシステム材料 
研究機構)        特任教授 香山   晃
2
 
プレ共同研究                              ※研究代表者 


















※もの創造系領域   教授 清水 一道
工学研究科 博士後期課程 


























※くらし環境系領域 特任教授 田畑  昌祥








申請教員：もの創造系領域 講師 廣田 光智 
展示会名：札幌モーターショー2014 
開催場所：札幌ドーム(札幌市豊平区羊が丘一番地) 
開催期間：2014年2月14日(金) ～ 16日(日)  
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Ｈ19年度 Ｈ20年度 Ｈ21年度 Ｈ22年度 Ｈ23年度 Ｈ24年度 Ｈ25年度
共同研究金額(千円) 115,267 104,386 121,628 108,559 90,961 90,817 63,202
受託研究金額(千円) 84,313 155,676 198,380 90,219 65,243 78,841 147,472
合計金額(千円) 199,580 260,062 320,008 198,778 156,204 169,658 210,674
共同研究件数 91 88 80 70 70 67 61
受託研究件数 31 35 39 29 27 20 19






































































(1)第 25 回フロンティア技術検討会 
(2)高度技術研修 
(3)CRD セミナー(6 回) 
(4)MOT(技術経営)実践講座(4 回) 
(5)胆振経営革新塾(8 回) 
(6)第 2 回西いぶり圏域・再生可能エネルギー講演会 
(7)第 6 回道内電気計装エンジニアリング研修会 
(8)北海道 CAE 利用技術研究会 
(9)北のものづくり研修会(11 回) 
(10)中小規模材料加工実践技術経営研究会・JZK(3 回) 
(11)第 6 回北海道地区高専テクノ・イノベーションフォーラム 
3.研究推進(5 件) 
(1)平成 26 年度共同研究プロジェクト(公募，審査)(7 件) 
(2)プレ共同研究(公募，審査)(7 件) 
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【議  題】 
①平成 24 年度事業活動・決算報告 
②平成 25 年度事業計画(案)，予算(案)等を協議 
【特別講演】 
演 題：「積雪寒冷地域での社会インフライノベーションと都市再生」 
 理事(連携担当)・副学長 加賀屋 誠一 
【情報交換会】 
日  時：平成25年7月10日(水) 14:00 ～ 18:30  








もの創造系領域 教授 世利 修美 
日  時：平成25年8月27日(火)15:00 ～ 17:00，28日(水) 15:00 ～ 17:00，29日(木)15:00 ～ 17:00  
場 所：日鋼検査サービス(株)(室蘭市) 
参加者：各回 32 名 
②講義内容 
テーマ：「鉄鋼材料の特性について」 
地域共同研究開発センター 特任教授 センター長 鴨田 秀一 





地域共同研究開発センター 特任教授 センター長 鴨田 秀一 





(1)第 25 回フロンティア技術検討会 
総合テーマ：地域における，環境ビジネス循環社会の形成 
テーマⅠ：環境新聞連載取材等に見る循環ビジネスの展望 
(株)環境新聞社 編集部サブデスク 黒岩   修 
テーマⅡ：北海道における環境関連事業の取り組み 
経済産業省北海道経済産業局 資源エネルギー環境部 
     環境・リサイクル課 課長補佐 清野 正樹 
テーマⅢ：地域資源を活用したバイオマスタウンの形成 
下川町環境未来都市推進課 課長 長岡 哲郎 
テーマⅣ：小水力と FIT 
富士電機(株) 技術部長 高橋 正宏 
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【産･学･官交流会】 
主 催：室蘭地域産学官連携事業実行委員会構成，室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 
室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会，(公財)室蘭テクノセンター 
産学交流プラザ「創造」 
後  援：北海道胆振総合振興局，室蘭市，登別市，伊達市，室蘭商工会議所，登別商工会議所 
伊達商工会議所，室蘭信用金庫，伊達信用金庫，北洋銀行，北海道銀行，室蘭民報社 
日本政策金融公庫，北海道新聞社 室蘭支社， 北海道中小企業家同友会 西胆振支部 
北海道ＩＭ連携促進会 
日  時：平成 25 年 10 月 18 日(金) 14:00 ～ 19:15  






くらし環境系領域 准教授 藤本 敏行 
テーマⅡ：３Ｄプリンターの技術動向と最新技術 
(独)産業技術総合研究所 先進製造プロセス研究部門 
                   基盤的加工研究グループ グループ長 岡根 利光 
テーマⅢ：無機粉末積層成形法による鋳造用鋳型製作事例 
(地独)北海道立総合研究機構 産業技術研究本部 工業試験場 製品技術部 
                   生産システム・製品技術グループ 主査 戸羽 篤也 
テーマⅣ：歯科用 CAD/CAM の積層造形への展開 
東京歯科大学 歯科理工学講座 教授 小田  豊 
主  催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 
(社)北海道機械工業会(自動車プレス部会，機械製缶部会，札幌支部) 
後 援：(公社)精密工学会 北海道支部，(社)機械学会 北海道支部 
(公社)日本鋳造工学会 北海道支部，(地独)北海道立総合研究機構 工業試験場 
日  時：平成 25 年 11 月 20 日(水) 13:00 ～ 17:00 
場  所：京王プラザホテル札幌(札幌市) 
参加者：102 名 
 
(3)CRD セミナー(6 件) 
①医工連携研修会(第 1回 CRD セミナー) 
テーマ：「高照度光治療に関する共同研究の経過報告および職場における 
             メンタルヘルスケアについて ～セルフケアを中心に～」 
保健管理センター 准教授 精神科医 三浦  淳 
主  催：社会医療法人 製鉄記念室蘭病院，室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 
日  時：平成25年4月25日(木) 17:40 ～ 18:50  
場  所：製鉄記念室蘭病院 講堂(室蘭市) 
参加者：45 名 
②第 2回 CRD セミナー 
テーマ：「北海道における津波防災の現状と課題」 
くらし環境系領域 教授 木村 克俊 
主  催：室蘭工業大学 同窓会 水元技術士会 
日  時：平成25年6月7日(金) 18:00 ～ 21:00  




【議  題】 
①平成 24 年度事業活動・決算報告 
②平成 25 年度事業計画(案)，予算(案)等を協議 
【特別講演】 
演 題：「積雪寒冷地域での社会インフライノベーションと都市再生」 
 理事(連携担当)・副学長 加賀屋 誠一 
【情報交換会】 
日  時：平成25年7月10日(水) 14:00 ～ 18:30  








もの創造系領域 教授 世利 修美 
日  時：平成25年8月27日(火)15:00 ～ 17:00，28日(水) 15:00 ～ 17:00，29日(木)15:00 ～ 17:00  
場 所：日鋼検査サービス(株)(室蘭市) 
参加者：各回 32 名 
②講義内容 
テーマ：「鉄鋼材料の特性について」 
地域共同研究開発センター 特任教授 センター長 鴨田 秀一 





地域共同研究開発センター 特任教授 センター長 鴨田 秀一 





(1)第 25 回フロンティア技術検討会 
総合テーマ：地域における，環境ビジネス循環社会の形成 
テーマⅠ：環境新聞連載取材等に見る循環ビジネスの展望 
(株)環境新聞社 編集部サブデスク 黒岩   修 
テーマⅡ：北海道における環境関連事業の取り組み 
経済産業省北海道経済産業局 資源エネルギー環境部 
     環境・リサイクル課 課長補佐 清野 正樹 
テーマⅢ：地域資源を活用したバイオマスタウンの形成 
下川町環境未来都市推進課 課長 長岡 哲郎 
テーマⅣ：小水力と FIT 
富士電機(株) 技術部長 高橋 正宏 
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③第 3回 CRD セミナー 
テーマ：「北海道の埋蔵資源石炭から未来へのエネルギーへ 石炭のガス化の実用化を探る」 
環境科学・防災研究センター長 しくみ情報系領域 教授 板倉 賢一 
主  催：室蘭工業大学 同窓会 水元技術士会 
日  時：平成25年7月12日(金) 18:00 ～ 21:00  
場  所：ホテルポールスター札幌(札幌市) 
参加者：26 名 
④第 4回 CRD セミナー 
テーマ：水産を核とした地域振興と産学官連携について 
地域共同研究開発センター 准教授 古屋 温美 
主  催：室蘭工業大学 同窓会 小樽支部 
日  時：平成 25 年 10 月 26 日(土) 16:45 ～ 18:00 
場  所：ニュー三幸(小樽市) 
参加者：41 名 
⑤苫小牧地域産学官金連携セミナー2013 ｢コンクリートの先端技術｣(第 5 回ＣＲＤセミナー) 
テーマⅠ：「微視的構造から見るコンクリート」  
苫小牧工業高等専門学校 環境都市工学科 准教授 渡辺 暁央 
テーマⅡ：「コンクリート構造物の新しい補修・補強技術」 
くらし環境系領域 講師 栗橋 祐介 
主  催：苫小牧地域ものづくり産業振興のための産学官金連携実行委員会 
後 援：苫小牧市，苫小牧市教育委員会，苫小牧工業高等専門学校 協力会 
室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会 
日 時：平成 26 年 1 月 20 日(月) 15:00 ～ 17:00 
場 所：苫小牧経済センター 6F 大ホール(苫小牧市) 
参加者：75 名 
⑥第 6回 CRD セミナー 
総合テーマⅠ：連続繊維 (FRP) 板の接着による水中・海中コンクリート構造物の 
補修補強工法の開発に関する研究 
テーマⅠ：せん断キー配置間隔を変化させた FRP 板水中接着曲げ補強 RC 梁の耐荷性状 
くらし環境系領域 講師 栗橋 祐介 
テーマⅡ：FRP 帯を用いて水中接着せん断補強した RC 梁の耐荷性状 
客員教授(三井住友建設(株) 技術開発センター 上席研究員) 三上   浩 
総合テーマⅡ：積雪寒冷地域における道路構造物の高度化・長寿命化に関する研究 
テーマⅠ：既設落石防護擁壁の耐衝撃性向上を目的とした新たな緩衝システムの研究開発 
客員教授((株)構研エンジニアリング 常務取締役) 川瀬 良司  
テーマⅡ：供用後 50 年が経過した５径間連続 PC 橋梁の固有振動数に関する 
現地振動実験とその健全性  
くらし環境系領域 准教授 小室 雅人 
主 催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 
日 時：平成 26 年 3 月 7日(金) 10：00 ～ 12：00 
場 所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 産学交流室 
参加者：28 名 
 
 (4)MOT(技術経営)実践講座(4 回) 
①第 1回 MOT(技術経営)実践講座 
テーマ：「ものづくり現場での生産管理 ～トヨタの生産計画 ～」  
前 トヨタ自動車北海道(株) 取締役技術部長 齋藤  均      
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日  時：平成25年6月24日(月)  10:25 ～ 12:00 
参加者：25 名 
②第 2回 MOT(技術経営)実践講座 
テーマ：「我が歯車人生を振り返り見て  歯車の未来を予見する」 
大岡技研(株) 執行役員 技術部長 兼 研究開発部長 
日本機械学会 フェローメンバー 川﨑 芳樹 
日  時：平成25年7月1日(月) 10:25 ～ 12:00 
参加者：34 名 
③第 3回 MOT(技術経営)実践講座 
テーマ：「ベンチャー企業の志と技術経営」 
（株）GEL-Design（ジェルデザイン）（（株）Savon de Siesta（サボンデシエスタ） 代表取締役） 
常務取締役 附柴 裕之 
日  時：平成25年7月8日(月)  10:25 ～ 12:00 
参加者：26 名 
④第 4回 MOT(技術経営)実践講座 
テーマ：「国内でのものづくりにおける環境諸問題について」 
(株)三菱化学テクノリサーチ 客員研究員 石井 武雄 
日  時：平成25年7月22日(月)  10:25 ～ 12:00 
参加者：28 名 
主 催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 




― 脱ハウツー!!! 本質を見極め，解決策を提案できる人材を目指して! ― 
テーマ：ロジカルシンキング 
テーマⅠ：「選択を科学する－あなたがその行動を選ぶわけ－」(室蘭工業大学) 
崇城大学 教授 永松 俊雄 
テーマⅡ：「地域と中小企業の課題」(法政大学) 
法政大学 教授 岡本 義行 
テーマⅢ：「本講座の全体ガイダンス」(室蘭工業大学) 
法政大学 地域研究センター 客員研究員 中島 由紀 
日  時：平成 25 年 8 月 23 日(金) 19：00 ～ 21：00 
参加者：22 名 
②第 2回次世代人材育成プログラム：法政大学 
― 脱ハウツー!!! 本質を見極め，解決策を提案できる人材を目指して! ― 
テーマ：事業シフト戦略 
テーマⅠ：「中小企業の事業シフトと戦略」 
法政大学 教授 松本 敦則 
日  時：平成 25 年 9 月 18 日(水) 19：00 ～ 21：00 
参加者：24 名 
③第 3回次世代人材育成プログラム：法政大学 
― 脱ハウツー!!! 本質を見極め，解決策を提案できる人材を目指して! ― 
テーマ：事業シフト戦略 
テーマⅠ：「企業理念とマーケティング」，「「ルデラル」な生き方」  
(株)レスカ 代表取締役社長 岩澤  光洋 
③第 3回 CRD セミナー 
テーマ：「北海道の埋蔵資源石炭から未来へのエネルギーへ 石炭のガス化の実用化を探る」 
環境科学・防災研究センター長 しくみ情報系領域 教授 板倉 賢一 
主  催：室蘭工業大学 同窓会 水元技術士会 
日  時：平成25年7月12日(金) 18:00 ～ 21:00  
場  所：ホテルポールスター札幌(札幌市) 
参加者：26 名 
④第 4回 CRD セミナー 
テーマ：水産を核とした地域振興と産学官連携について 
地域共同研究開発センター 准教授 古屋 温美 
主  催：室蘭工業大学 同窓会 小樽支部 
日  時：平成 25 年 10 月 26 日(土) 16:45 ～ 18:00 
場  所：ニュー三幸(小樽市) 
参加者：41 名 
⑤苫小牧地域産学官金連携セミナー2013 ｢コンクリートの先端技術｣(第 5 回ＣＲＤセミナー) 
テーマⅠ：「微視的構造から見るコンクリート」  
苫小牧工業高等専門学校 環境都市工学科 准教授 渡辺 暁央 
テーマⅡ：「コンクリート構造物の新しい補修・補強技術」 
くらし環境系領域 講師 栗橋 祐介 
主  催：苫小牧地域ものづくり産業振興のための産学官金連携実行委員会 
後 援：苫小牧市，苫小牧市教育委員会，苫小牧工業高等専門学校 協力会 
室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 研究協力会 
日 時：平成 26 年 1 月 20 日(月) 15:00 ～ 17:00 
場 所：苫小牧経済センター 6F 大ホール(苫小牧市) 
参加者：75 名 
⑥第 6回 CRD セミナー 
総合テーマⅠ：連続繊維 (FRP) 板の接着による水中・海中コンクリート構造物の 
補修補強工法の開発に関する研究 
テーマⅠ：せん断キー配置間隔を変化させた FRP 板水中接着曲げ補強 RC 梁の耐荷性状 
くらし環境系領域 講師 栗橋 祐介 
テーマⅡ：FRP 帯を用いて水中接着せん断補強した RC 梁の耐荷性状 
客員教授(三井住友建設(株) 技術開発センター 上席研究員) 三上   浩 
総合テーマⅡ：積雪寒冷地域における道路構造物の高度化・長寿命化に関する研究 
テーマⅠ：既設落石防護擁壁の耐衝撃性向上を目的とした新たな緩衝システムの研究開発 
客員教授((株)構研エンジニアリング 常務取締役) 川瀬 良司  
テーマⅡ：供用後 50 年が経過した５径間連続 PC 橋梁の固有振動数に関する 
現地振動実験とその健全性  
くらし環境系領域 准教授 小室 雅人 
主 催：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 
日 時：平成 26 年 3 月 7日(金) 10：00 ～ 12：00 
場 所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 産学交流室 
参加者：28 名 
 
 (4)MOT(技術経営)実践講座(4 回) 
①第 1回 MOT(技術経営)実践講座 
テーマ：「ものづくり現場での生産管理 ～トヨタの生産計画 ～」  
前 トヨタ自動車北海道(株) 取締役技術部長 齋藤  均      
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日  時：平成 25 年 10 月 3 日(木) 19：00 ～ 21：00 
参加者：24 名 
④第 4回次世代人材育成プログラム：法政大学 
― 脱ハウツー!!! 本質を見極め，解決策を提案できる人材を目指して! ― 
テーマ：事業シフト戦略 
テーマⅠ：「農林水産業の知識・技術利用による地域再生」 
法政大学 教授 岡本 義行 
テーマⅡ：「企画書の作り方」 
法政大学 地域研究センター 客員研究員 中島 由紀 
日  時：平成 25 年 10 月 17 日(木) 19：00 ～ 21：00 
参加者：24 名 
⑤第 5回次世代人材育成プログラム：室蘭工業大学 
― 脱ハウツー!!! 本質を見極め，解決策を提案できる人材を目指して! ― 
テーマ：マネージメント論 
テーマⅠ：「ＣＳＲ経営とイノベーションそしてリーダーシップ」 
法政大学 政策創造研究科 客員教授 北原 正敏 
日  時：平成 25 年 10 月 31 日(木) 19：00 ～ 21：00 
参加者：25 名 
⑥第 6回次世代人材育成プログラム：法政大学 
― 脱ハウツー!!! 本質を見極め，解決策を提案できる人材を目指して! ― 
テーマ：マネージメント論 
テーマⅠ：「ベンチャー・中小企業の事業活性化のために」 
(株)産創コラボレーション 代表取締役 小林  守 
日  時：平成 25 年 11 月 7 日(木) 19：00 ～ 21：00 
参加者：24 名 
⑦第 7回次世代人材育成プログラム：法政大学 
― 脱ハウツー!!! 本質を見極め，解決策を提案できる人材を目指して! ― 
テーマ：マネージメント論 
テーマⅠ：「２１世紀の成長企業」 
元法政大学 総長・理事長 清成 忠男 
日  時：平成 25 年 11 月 28 日(木) 19：00 ～ 21：00 
参加者：24 名 
⑧第 8回次世代人材育成プログラム：室蘭工業大学，他 
― 脱ハウツー!!! 本質を見極め，解決策を提案できる人材を目指して! ― 
テーマ：総括 
「グループ発表」および審査，表彰   室蘭工業大学で参加：永松教授，中島研究員 
学外からの参加：岡本教授，小林代表 
【情報交換会】 
日  時：平成 25 年 12 月 5 日(木) 19：00 ～ 22：30 
参加者：28 名 
主 催：西胆振産学官ネットワーク構成 
      室蘭工業大学 地域共同研究開発センター，北海道中小企業同友会 西胆振支部 
(公財)室蘭テクノセンター 
法政大学 地域研究センター 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 産学交流室 
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 (6)第 2 回西いぶり圏域・再生可能エネルギー講演会 
テーマ：再生可能エネルギー先進地等における導入事例と西いぶり地域の可能性 
テーマⅠ：「地熱エネルギーとは?」 
くらし環境系領域 助教 河内 邦夫 
テーマⅡ：「室蘭工業大学で行っている環境やエネルギーなどに関する研究例」 
地域共同研究開発センター 准教授 古屋 温美 
テーマⅢ：「富山県宇奈月温泉で描いた低炭素社会への夢 
～ 地域エネルギーの活用と街づくりの事例 ～」 
                    富山国際大学 現代社会学部 教授 上坂 博亨 
主  催：登別市 
西いぶり定住自立圏形成推進協議会環境ワーキンググループ再生可能エネルギー分科会  
後 援：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 
日  時：平成 26 年 1 月 30 日(木) 13:30 ～  
場  所：登別市婦人センター(登別市) 
参加者：126 名 
 




もの創造系領域 准教授 梶原 秀一 
最近技術動向(14:15 ～17:15) 
テーマⅡ：フィールドデジタル(フィールド無線)ご紹介 
もの創造系領域 准教授 梶原 秀一 
【討 議】 
日常的な技術課題(13:00 ～ 14:00) 
テーマⅠ：計装機器の延命化事例と延命化対策の課題 
テーマⅡ：工場・現場の改善事例(省エネ・コスト削減) 
日  時：平成 25年8月22日(木)  10:25 ～ 17:20  
場  所：ニッテツ北海道制御システム(株)(nSC)(室蘭市) 
参加者：28 名 
 
(8)第 7 回北海道 CAE 利用技術研究会 
テーマⅠ：効率的 CAE のための有限要素解析用メッシュの編集技術 
北海道大学 大学院 情報科学研究科 システム情報科学専攻 
                システム創成情報学講座 システム情報設計学研究室 准教授 伊達 宏昭 
テーマⅡ：ダイナミックダンパーによる振動低減技術の開発 
～ CAE シミュレーションと実証試験による振動低減効果の確認 ～ 
(地独)北海道立総合研究機構 工業試験場 製品技術部 主査 中西 洋介 
共 催：(社)日本材料学会 北海道支部，産業技術連携推進会議 北海道地域部会 
日  時：平成25年9月25日(水) 15:00 ～ 17:15  




全 11 回の講師：機械設計コンサルタント 北海道機械工業会 技術アドバイザー    吉田 賢一 
①第 1回北のものづくり研修会 ～ 機械設計技術のスキルアップ ～ 
テーマ：設計の基本 
日  時：平成 25 年 10 月 3 日(木) 19：00 ～ 21：00 
参加者：24 名 
④第 4回次世代人材育成プログラム：法政大学 
― 脱ハウツー!!! 本質を見極め，解決策を提案できる人材を目指して! ― 
テーマ：事業シフト戦略 
テーマⅠ：「農林水産業の知識・技術利用による地域再生」 
法政大学 教授 岡本 義行 
テーマⅡ：「企画書の作り方」 
法政大学 地域研究センター 客員研究員 中島 由紀 
日  時：平成 25 年 10 月 17 日(木) 19：00 ～ 21：00 
参加者：24 名 
⑤第 5回次世代人材育成プログラム：室蘭工業大学 
― 脱ハウツー!!! 本質を見極め，解決策を提案できる人材を目指して! ― 
テーマ：マネージメント論 
テーマⅠ：「ＣＳＲ経営とイノベーションそしてリーダーシップ」 
法政大学 政策創造研究科 客員教授 北原 正敏 
日  時：平成 25 年 10 月 31 日(木) 19：00 ～ 21：00 
参加者：25 名 
⑥第 6回次世代人材育成プログラム：法政大学 
― 脱ハウツー!!! 本質を見極め，解決策を提案できる人材を目指して! ― 
テーマ：マネージメント論 
テーマⅠ：「ベンチャー・中小企業の事業活性化のために」 
(株)産創コラボレーション 代表取締役 小林  守 
日  時：平成 25 年 11 月 7 日(木) 19：00 ～ 21：00 
参加者：24 名 
⑦第 7回次世代人材育成プログラム：法政大学 
― 脱ハウツー!!! 本質を見極め，解決策を提案できる人材を目指して! ― 
テーマ：マネージメント論 
テーマⅠ：「２１世紀の成長企業」 
元法政大学 総長・理事長 清成 忠男 
日  時：平成 25 年 11 月 28 日(木) 19：00 ～ 21：00 
参加者：24 名 
⑧第 8回次世代人材育成プログラム：室蘭工業大学，他 
― 脱ハウツー!!! 本質を見極め，解決策を提案できる人材を目指して! ― 
テーマ：総括 
「グループ発表」および審査，表彰   室蘭工業大学で参加：永松教授，中島研究員 
学外からの参加：岡本教授，小林代表 
【情報交換会】 
日  時：平成 25 年 12 月 5 日(木) 19：00 ～ 22：30 
参加者：28 名 
主 催：西胆振産学官ネットワーク構成 
      室蘭工業大学 地域共同研究開発センター，北海道中小企業同友会 西胆振支部 
(公財)室蘭テクノセンター 
法政大学 地域研究センター 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 産学交流室 
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日  時：平成25年7月25日(木) 17:45～ 19:45  
参加者：25 名 
②第 2回北のものづくり研修会 ～ 機械設計技術のスキルアップ ～ 
テーマ：軸，軸受け，ネジ 
日  時：平成25年8月8日(木) 17:45～ 19:45  
参加者：32 名 
③第 3回北のものづくり研修会 ～ 機械設計技術のスキルアップ ～ 
テーマ：歯車 
日  時：平成25年8月22日(木) 17:45～ 19:45  
参加者：32 名 
④第 4回北のものづくり研修会 ～ 機械設計技術のスキルアップ ～ 
テーマ：カムとカム曲線 
日  時：平成25年9月5日(木) 17:45～ 19:45  
参加者：26 名 
⑤第 5回北のものづくり研修会 ～ 機械設計技術のスキルアップ ～ 
テーマ：油圧 
日  時：平成25年9月19日(木) 17:45～ 19:45  
参加者：25 名 
⑥第 6回北のものづくり研修会 ～ 機械設計技術のスキルアップ ～ 
テーマ：自動化技術 












日  時：平成25年11月14日(木) 17:45～ 19:45  
参加者：23 名 
⑩第 10 回北のものづくり研修会 
テーマ：設計データの解説(その２) 
日  時：平成25年11月22日(金) 17:45～ 19:45  
参加者：24 名 
⑪第 11 回北のものづくり研修会 
テーマ：設計データの解説(その３) ，まとめ 




場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 産学官交流室 
 
(10)中小規模材料加工実践技術経営研究会・JZK への参加(3 回) 
①第 21 回中小規模材料加工実践技術経営研究会 2013 年度総会・JZK-21「共歩の報奨」 
日  時：平成25年4月19日(金) 13:00 ～ 20:00  
場  所：NASIC-セミナーホール(青山オーバルビル15F)(東京都) 
参加者：54 名 
②第 22 回中小規模材料加工実践技術経営研究会・JZK-22「明日を拓く現場ものづくり技術-5」 
日  時：平成25年8月7日(水) 13:00 ～ 20:00  
場  所：上板塑性(株)(埼玉県) 
参加者：49 名 
③Colloquium 2014「技術科学と生産技術の交流-5」・JZK-24 
日  時：平成26年2月3日(月) 13:00 ～ 20:00  
場  所：NASIC-セミナーホール(青山オーバルビル15F)(東京都) 




(11)第 6 回北海道地区高専テクノ・イノベーションフォーラム 
基調講演：『地域イノベーションに向けての産学連携と人材育成』 
   弘前大学 学長特別補佐 井口 泰孝 
専門別分科会 
各専門別分科会におけるポイントの発表 
情報交換交流会：KKR ホテル札幌 5階『丹頂』 
主 催：4高専，(独)国立高専機構 
日  時：平成 26 年 3 月 3日(月) 14:30 ～ 17:00  




(1)平成 26 年度共同研究プロジェクト(公募，審査)(7 件) 
①使用済み核燃料輸送・貯蔵容器に使用される鋳鉄材料の開発 
もの創造系領域 教授 清水 一道 
日  時：平成 26 年 2 月 21 日(金) 13:30 ～ 14:00 
②有珠山の噴火予知と地熱エネルギー開発に関する実践的研究：ＣＳＡＭＴ法電磁探査による有珠
山深部の地殻構造探査 
くらし環境系領域 准教授 後藤 芳彦 
日  時：平成 26 年 2 月 21 日(金) 14:00 ～ 14:30 
③環境負荷を低減する汎用型高炉セメントの創生－コンクリートの強度発現性と耐久性の評価－ 
くらし環境系領域 教授 濱  幸雄 
日  時：平成 26 年 2 月 21 日(金) 14:30 ～ 15:00 
④積雪寒冷地域における道路構造物の高度化・長寿命化に関する研究 
くらし環境系領域 准教授 小室 雅人 
日 時：平成 26 年 2 月 21 日(金) 15:00 ～ 15:30 
⑤無人航空機搭載用可変指向アンテナの研究 
日  時：平成25年7月25日(木) 17:45～ 19:45  
参加者：25 名 
②第 2回北のものづくり研修会 ～ 機械設計技術のスキルアップ ～ 
テーマ：軸，軸受け，ネジ 
日  時：平成25年8月8日(木) 17:45～ 19:45  
参加者：32 名 
③第 3回北のものづくり研修会 ～ 機械設計技術のスキルアップ ～ 
テーマ：歯車 
日  時：平成25年8月22日(木) 17:45～ 19:45  
参加者：32 名 
④第 4回北のものづくり研修会 ～ 機械設計技術のスキルアップ ～ 
テーマ：カムとカム曲線 
日  時：平成25年9月5日(木) 17:45～ 19:45  
参加者：26 名 
⑤第 5回北のものづくり研修会 ～ 機械設計技術のスキルアップ ～ 
テーマ：油圧 
日  時：平成25年9月19日(木) 17:45～ 19:45  
参加者：25 名 
⑥第 6回北のものづくり研修会 ～ 機械設計技術のスキルアップ ～ 
テーマ：自動化技術 












日  時：平成25年11月14日(木) 17:45～ 19:45  
参加者：23 名 
⑩第 10 回北のものづくり研修会 
テーマ：設計データの解説(その２) 
日  時：平成25年11月22日(金) 17:45～ 19:45  
参加者：24 名 
⑪第 11 回北のものづくり研修会 
テーマ：設計データの解説(その３) ，まとめ 
日  時：平成25年11月29日(金) 17:45～ 19:45  
参加者：25 名 
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もの創造系領域 教授 上羽 正純 
日 時：平成 26 年 2 月 21 日(金) 15:30 ～ 16:00 
⑥有機繊維シートを用いた既設鋼構造物の補修・補強工法の開発に関する実験的研究 
くらし環境系領域 講師 栗橋 祐介 
日 時：平成 26 年 2 月 21 日(金) 16:00 ～ 16:30 
⑦航空機ジェットエンジン耐酸化コーティング手法としてのアルミニウム・ニッケル複合めっきの 
開発 
もの創造系領域 准教授 佐伯  功 
日 時：平成 26 年 2 月 26 日(水) 16:00 ～ 16:30 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 会議室 
 
(2)平成 25 年度プレ共同研究(公募，審査)(7 件) 
①海洋環境での利用を目的とした耐食鋳鉄の開発と性能評価 
もの創造系領域 講師 長船 康裕 
日  時：平成 25 年 8 月 21 日(水) 14:00 ～ 14:20 
②潮流発電機用のプロペラ構造に関する研究 
もの創造系領域 教授 清水 一道 
日  時：平成 25 年 8 月 21 日(水) 14:20 ～ 14:40 
③大型ボールミル用耐摩耗鋳鉄の研究開発 
もの創造系領域 教授 清水 一道 
日  時：平成 25 年 8 月 21 日(水) 14:40 ～ 15:00 
④ヘリコプター搭載型高分解能レーザースキャナーを用いた火山防災データ収集に関する研究 
くらし環境系領域 准教授 後藤 芳彦 
日  時：平成 25 年 10 月 3 日(木) 15:30 ～ 16:00 
⑤小水力発電における効率的な水車構造の研究 
くらし環境系領域 教授 中津川 誠 
日  時：平成 25 年 10 月 3 日(木) 16:00 ～ 16:40 
⑥廃棄物を原料とする温度調節機能を有する環境調和材料の創生 
くらし環境系領域 特任教授 田畑 昌祥 
日  時：平成 25 年 10 月 8 日(火) 10:30 ～ 11:00 
⑦口蹄疫ウイルスに有効な着色ゼオライトの開発研究 
くらし環境系領域 教授 中野 博人 
日  時：平成 25 年 10 月 8 日(火) 11:00 ～ 11:30 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 会議室 
 
(3)新日鐵住金(株) 棒線事業部 室蘭製鐵所等との技術交流会(11 回) 
日  時：平成25年 4月22日(月) 13:30 ～ ，日  時：平成25年 5月21日(火) 13:00 ～ 
日  時：平成25年 6月27日(木) 13:00 ～ ，日  時：平成25年 7月30日(火) 13:15 ～ 
日  時：平成25年10月 3日(木) 13:15 ～ ，日  時：平成25年11月 1日(金) 13:30 ～ 
日  時：平成25年12月 6日(金) 10:00 ～ ，日  時：平成25年12月25日(水) 13:00 ～ 
日  時：平成26年 1月29日(水) 13:00 ～ ，日  時：平成26年 2月 4日(火) 13:15 ～  
日  時：平成26年 3月20日(木) 14:00 ～  
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場  所：新日鐵住金(株) 棒線事業部 室蘭製鐵所 会議室(室蘭市) 
教育・研究 1号館 A棟 A211 室，ものづくり基盤センター 実験室 
 
(4)新酸素化学(株)との共同研究に関する打合せ 
日  時：平成 25 年 9 月 2日(月) 14:00 ～ 平成 24 年度 共同研究成果報告会 






日  時：平成25年6月24日(月) 15:30 ～ 17:30 
参加者：10名 
日  時：平成26年3月5日(水) 15:30 ～ 17:30 
参加者：10名 




日  時：平成25年6月5日(水) 14:30 ～ 17:00  
場 所：苫小牧経済センター 6F 大ホール(苫小牧市) 
参加者：16 名 
②定期総会および情報交換会  
日  時：平成25年6月11日(火) 16:30 ～ 17:00  
場 所：苫小牧経済センター 6F 大ホール(苫小牧市)，苫小牧ビール園(苫小牧市) 
参加者：22 名 
③北海道中小企業家同友会苫小牧支部との懇談会 
日  時：平成25年12月4日(水) 13:00 ～ 17:00  






日  時：平成25年9月3日(火) 10:30 ～ 12:00  
場 所：アスティ 45 12 階 札幌市立大学サテライト会議室(札幌市) 
参加者：15 名 
日  時：平成25年9月18日(水) 13:30 ～ 15:00  
場 所：(地独)北海道立総合研究機構 工業試験場(札幌市) 
参加者：10 名(幹事会) 




日  時：平成25年12月3日(火) 13:30 ～ 17:00  




もの創造系領域 教授 上羽 正純 
日 時：平成 26 年 2 月 21 日(金) 15:30 ～ 16:00 
⑥有機繊維シートを用いた既設鋼構造物の補修・補強工法の開発に関する実験的研究 
くらし環境系領域 講師 栗橋 祐介 
日 時：平成 26 年 2 月 21 日(金) 16:00 ～ 16:30 
⑦航空機ジェットエンジン耐酸化コーティング手法としてのアルミニウム・ニッケル複合めっきの 
開発 
もの創造系領域 准教授 佐伯  功 
日 時：平成 26 年 2 月 26 日(水) 16:00 ～ 16:30 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 会議室 
 
(2)平成 25 年度プレ共同研究(公募，審査)(7 件) 
①海洋環境での利用を目的とした耐食鋳鉄の開発と性能評価 
もの創造系領域 講師 長船 康裕 
日  時：平成 25 年 8 月 21 日(水) 14:00 ～ 14:20 
②潮流発電機用のプロペラ構造に関する研究 
もの創造系領域 教授 清水 一道 
日  時：平成 25 年 8 月 21 日(水) 14:20 ～ 14:40 
③大型ボールミル用耐摩耗鋳鉄の研究開発 
もの創造系領域 教授 清水 一道 
日  時：平成 25 年 8 月 21 日(水) 14:40 ～ 15:00 
④ヘリコプター搭載型高分解能レーザースキャナーを用いた火山防災データ収集に関する研究 
くらし環境系領域 准教授 後藤 芳彦 
日  時：平成 25 年 10 月 3 日(木) 15:30 ～ 16:00 
⑤小水力発電における効率的な水車構造の研究 
くらし環境系領域 教授 中津川 誠 
日  時：平成 25 年 10 月 3 日(木) 16:00 ～ 16:40 
⑥廃棄物を原料とする温度調節機能を有する環境調和材料の創生 
くらし環境系領域 特任教授 田畑 昌祥 
日  時：平成 25 年 10 月 8 日(火) 10:30 ～ 11:00 
⑦口蹄疫ウイルスに有効な着色ゼオライトの開発研究 
くらし環境系領域 教授 中野 博人 
日  時：平成 25 年 10 月 8 日(火) 11:00 ～ 11:30 
場  所：室蘭工業大学 地域共同研究開発センター 会議室 
 
(3)新日鐵住金(株) 棒線事業部 室蘭製鐵所等との技術交流会(11 回) 
日  時：平成25年 4月22日(月) 13:30 ～ ，日  時：平成25年 5月21日(火) 13:00 ～ 
日  時：平成25年 6月27日(木) 13:00 ～ ，日  時：平成25年 7月30日(火) 13:15 ～ 
日  時：平成25年10月 3日(木) 13:15 ～ ，日  時：平成25年11月 1日(金) 13:30 ～ 
日  時：平成25年12月 6日(金) 10:00 ～ ，日  時：平成25年12月25日(水) 13:00 ～ 
日  時：平成26年 1月29日(水) 13:00 ～ ，日  時：平成26年 2月 4日(火) 13:15 ～  
日  時：平成26年 3月20日(木) 14:00 ～  
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日 時：1回/2 ヶ月 15:00 ～ 16:00 




日  時：平成25年10月16日(水) 13:00 ～ 15:00  
参加者：10 名 
日  時：平成25年12月24日(火) 16:00 ～ 18:00  
参加者：12 名 
場 所：事務局 会議室 
②スーパー連携大学院室蘭フォーラム 
【主催者挨拶】 
学長 佐藤 一彦 
【講演】 
テーマⅠ：スーパー連携大学院の活動状況について  
電気通信大学 スーパー連携大学院推進室 統括コーディネーター 宇梶 純良 
テーマⅡ：室蘭工業大学の大学院改組と方向性 
 理事(学術担当)・副学長 空閑 良壽 
【基調講演】 
テーマⅠ：産学連携への期待と提言 
新日鐵住金(株) 棒線事業部 室蘭製鐵所 製品技術部長 吉村 康嗣 
テーマⅡ：本学・医大・民間との共同研究について  
前半担当 しくみ情報系領域                教授 福田  永 
     後半担当 大学院創成機能工学専攻 2年(社会人 DC) 小川 健吾 
                        (ファインクリスタル(株)) 
主 催：室蘭工業大学 
日  時：平成26年3月17日(月) 16:00～  
場  所：中嶋神社 蓬崍殿(室蘭市) 
参加者：89 名 
 
(6)HiNT 連絡会等(12 件) 
①会議(9 回)  
日  時：平成25年 5月 2日(木)15:30 ～ 20:30，日  時：平成25年 5月29日(水)15:30 ～ 17:00 
日  時：平成25年 7月25日(木)16:00 ～ 18:30，日  時：平成25年 9月25日(水)15:30 ～ 18:00 
日  時：平成25年11月26日(火)15:30 ～ 18:00，日  時：平成25年12月17日(火)15:30 ～ 18:00  
日  時：平成26年 2月25日(火)15:30 ～ 18:00，日  時：平成26年 3月19日(水)15:30 ～ 18:00  
日  時：平成26年 3月26日(水)15:30 ～ 18:00  
場  所：Ｒ＆Ｂパーク札幌大通サテライト(札幌市) 
各回参加者：約 18 名 
②会議およびセミナー(2 回) 
テーマ：「道産多孔質資源の利活用と高機能化製品の開発」 
(地独)北海道立総合研究機構 工業試験場 材料技術部 
 高分子・セラミックス材料グル－プ 主査 野村 隆文 
日  時：平成25年6月26日(水) 15:30 ～ 18:00  




     苫小牧工業高等専門学校 物質工学科 准教授 甲野 裕之 
日  時：平成25年10月23日(水) 15:30 ～ 18:00  
場  所：Ｒ＆Ｂパーク札幌大通サテライト(札幌市) 
参加者：18 名 
③北海道産学官プラットフォーム 
日  時：平成26年3月10日(月) 13:00 ～ 17:00(会議)，11日(火) 8:30 ～ 13:00(見学会) 






日  時：平成 25 年 4 月 23 日(火) 15：30～17：00 
場  所：栗林機工(株)(見学企業)(室蘭市) 
参加者：32 名 
日  時：平成 25 年 6 月 25 日(火) 15:00 ～ 17:00 
場  所：(株)阿部産業(見学企業)(伊達市) 
参加者：29 名 
日  時：平成 25 年 8 月 27 日(火) 16:00 ～ 17:00 
場  所：道南清掃(株)(見学企業)(登別市) 
参加者：18 名 
日  時：平成26年3月18日(火) 17:00 ～ 18:00 
場  所：(株)アイスジャパン(室蘭市) 
参加者：24 名 
②シーズ紹介(4 回) 
第1回シーズ紹介 室蘭工業大学 大平教授 
日  時：平成25年7月29日(月) 16:00 ～ 17:00 
参加者：29 名 
第2回シーズ紹介 北海道大学 竹本教授 
日  時：平成25年9月24日(火) 16:00 ～ 17:00 
参加者：30 名 
第3回シーズ紹介 室蘭工業大学 長谷川靖教授 
日  時：平成25年11月26日(火) 15:00 ～ 17:00 
参加者：25 名 
第4回シーズ紹介 室蘭工業大学 古屋准教授 
日  時：平成26年2月25日(火) 17:00 ～ 18:00 
参加者：35 名 
場 所：居酒屋 かめや(室蘭市) 
 
③産学交流プラザ「創造」創造・水滴の会合同「他地域企業見学会(千歳・恵庭方面)」 
日  時：平成25年10月1日(火) 9:00 ～ 2日(水) 16:00 





日 時：1回/2 ヶ月 15:00 ～ 16:00 




日  時：平成25年10月16日(水) 13:00 ～ 15:00  
参加者：10 名 
日  時：平成25年12月24日(火) 16:00 ～ 18:00  
参加者：12 名 
場 所：事務局 会議室 
②スーパー連携大学院室蘭フォーラム 
【主催者挨拶】 
学長 佐藤 一彦 
【講演】 
テーマⅠ：スーパー連携大学院の活動状況について  
電気通信大学 スーパー連携大学院推進室 統括コーディネーター 宇梶 純良 
テーマⅡ：室蘭工業大学の大学院改組と方向性 
 理事(学術担当)・副学長 空閑 良壽 
【基調講演】 
テーマⅠ：産学連携への期待と提言 
新日鐵住金(株) 棒線事業部 室蘭製鐵所 製品技術部長 吉村 康嗣 
テーマⅡ：本学・医大・民間との共同研究について  
前半担当 しくみ情報系領域                教授 福田  永 
     後半担当 大学院創成機能工学専攻 2年(社会人 DC) 小川 健吾 
                        (ファインクリスタル(株)) 
主 催：室蘭工業大学 
日  時：平成26年3月17日(月) 16:00～  
場  所：中嶋神社 蓬崍殿(室蘭市) 
参加者：89 名 
 
(6)HiNT 連絡会等(12 件) 
①会議(9 回)  
日  時：平成25年 5月 2日(木)15:30 ～ 20:30，日  時：平成25年 5月29日(水)15:30 ～ 17:00 
日  時：平成25年 7月25日(木)16:00 ～ 18:30，日  時：平成25年 9月25日(水)15:30 ～ 18:00 
日  時：平成25年11月26日(火)15:30 ～ 18:00，日  時：平成25年12月17日(火)15:30 ～ 18:00  
日  時：平成26年 2月25日(火)15:30 ～ 18:00，日  時：平成26年 3月19日(水)15:30 ～ 18:00  
日  時：平成26年 3月26日(水)15:30 ～ 18:00  
場  所：Ｒ＆Ｂパーク札幌大通サテライト(札幌市) 
各回参加者：約 18 名 
②会議およびセミナー(2 回) 
テーマ：「道産多孔質資源の利活用と高機能化製品の開発」 
(地独)北海道立総合研究機構 工業試験場 材料技術部 
 高分子・セラミックス材料グル－プ 主査 野村 隆文 
日  時：平成25年6月26日(水) 15:30 ～ 18:00  








日  時：平成25年5月21日(火) 18:30 ～ 20:30 
参加者：66 名 
日  時：平成25年8月20日(火) 18:30 ～ 20:30 
参加者：75 名 
日  時：平成25年11月12日(火) 18:30 ～ 20:30 
参加者：75 名 
日  時：平成26年2月4日(火) 18:30 ～ 20:30 
参加者：81 名 
場  所：中嶋神社 蓬崍殿(室蘭市) 
 
5.報告会，説明会，展示会および見学会(3 件) 
(1)第 40 回技術士全国大会(札幌) 
日  時：平成25年10月3日(木) ～ 10月6日(日)  




①北海道地域 5大学 3高専 1公設試 大学連携新技術説明会(関係分) 
テーマ：廃棄ホタテ貝殻紛体を乳化剤に用いたエマルションの紫外線遮蔽効果 
くらし環境系領域 准教授 山中 真也 
主 催：北海道大学 産学連携本部 TLO 部門(承認 TLO)，(独)科学技術振興機構 
共 催：室蘭工業大学，北見工業大学，帯広畜産大学，小樽商科大学，函館工業高等専門学校 
    苫小牧工業高等専門学校，旭川工業高等専門学校，(地独)北海道立総合研究機構 
後 援：(独)中小企業基盤整備機構，全国イノベーション推進機関ネットワーク 
日  時：平成25年11月28日(木) 10:00～16:40，29日(金) 10:30～15:20  




もの創造系領域 教授 平井 伸治 




日  時：平成26年1月31日(金) 9:50～17:00  






もの創造系領域 教授 清水 一道 
「有機金属錯体を用いた圧力インジケータの開発」 
もの創造系領域 准教授 武田 圭生 
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「先進 SiC/SiC 複合材による環境・エネルギーシステムの開発」 
環境・エネルギーシステム材料研究機構（OASIS） 
「フレームが振動しないスピーカーシステム実演」 
 もの創造系領域 教授 鏡    愼 
「ボルト締結鋼版における衝撃破断基準の検討」 
もの創造系領域 教授 藤木 裕行 
「センターシーズ集に関する広報」 









日  時：平成25年7月24日(水) 10:00 ～ 17:00  
場  所：札幌コンベンションセンター(札幌市) 
参加者：約 4000 名 参加企業：186 社 
②イノベーション・ジャパン(～大学見本市＆ビジネスマッチング～)(パネル展示) 
「環境・エネルギー用先進 SiC/SiC 複合材料の研究開発と工業化研究」 
環境・エネルギーシステム材料研究機構 機構長 
            もの創造系領域 特任教授 香山   晃 
日  時：平成25年8月29日(木) 9:30～17:30，30日(金) 10:00～17:00  
場 所：東京ビックサイト 東京国際展示場(東京都) 
参加者：11,279 名，9,731 名  
③ビジネス EXPO「第 27 回北海道 技術・ビジネス交流会」(パネル展示) 
「大気圧プラズマジェットによる脱臭，殺菌・消毒，植物発育促進技術開発」  
     もの創造系領域 教授 佐藤 孝紀 
「硫化水素吸着材の開発」  
くらし環境系領域 助教 神田 康晴 
「微生物による汚染物質の分解と有効副産物の生産」  
くらし環境系領域 教授 チャンヨンチョル 
「食品や天然物質中における生物活性化合物の微量スクリーニング技術」  
くらし環境系領域 准教授 徳楽 清孝 
くらし環境系領域 准教授 上井 幸司 
「センターシーズ集に関する広報」 
【シーズ・ニースマッチングフェア】 
「大気圧プラズマジェットによる脱臭，殺菌・消毒，植物発育促進技術開発」(20 分)  
地域共同研究開発センター 特任教授 鴨田 秀一  
「環境・エネルギー用先進 SiC/SiC 複合材料の研究開発と工業化研究」(20 分)  
環境・エネルギーシステム研究機構 学術研究員 神田 千智  
「硫化水素吸着材の開発」(20 分)  





日  時：平成25年5月21日(火) 18:30 ～ 20:30 
参加者：66 名 
日  時：平成25年8月20日(火) 18:30 ～ 20:30 
参加者：75 名 
日  時：平成25年11月12日(火) 18:30 ～ 20:30 
参加者：75 名 
日  時：平成26年2月4日(火) 18:30 ～ 20:30 
参加者：81 名 
場  所：中嶋神社 蓬崍殿(室蘭市) 
 
5.報告会，説明会，展示会および見学会(3 件) 
(1)第 40 回技術士全国大会(札幌) 
日  時：平成25年10月3日(木) ～ 10月6日(日)  




①北海道地域 5大学 3高専 1公設試 大学連携新技術説明会(関係分) 
テーマ：廃棄ホタテ貝殻紛体を乳化剤に用いたエマルションの紫外線遮蔽効果 
くらし環境系領域 准教授 山中 真也 
主 催：北海道大学 産学連携本部 TLO 部門(承認 TLO)，(独)科学技術振興機構 
共 催：室蘭工業大学，北見工業大学，帯広畜産大学，小樽商科大学，函館工業高等専門学校 
    苫小牧工業高等専門学校，旭川工業高等専門学校，(地独)北海道立総合研究機構 
後 援：(独)中小企業基盤整備機構，全国イノベーション推進機関ネットワーク 
日  時：平成25年11月28日(木) 10:00～16:40，29日(金) 10:30～15:20  




もの創造系領域 教授 平井 伸治 




日  時：平成26年1月31日(金) 9:50～17:00  






もの創造系領域 教授 清水 一道 
「有機金属錯体を用いた圧力インジケータの開発」 
もの創造系領域 准教授 武田 圭生 
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「微生物による汚染物質の分解と有効副産物の生産」(20 分)  
「食品や天然物質中における生物活性化合物の微量スクリーニング技術」(20 分)  
地域共同研究開発センター 准教授 古屋 温美  
主  催：北海道 技術・ビジネス交流会 実行委員会 
日  時：平成 25 年 11 月 7 日(木) 10:00 ～ 17:30，8 日(金) 9:30 ～ 17:00 
場  所：アクセスサッポロ，小展示場，研修室 A(札幌市) 





室蘭市長 青山  剛 
テーマⅠ：「カーボンフットプリントで CO2排出量を見える化」 
しくみ環境系領域 教授 永野 宏治 
テーマⅡ：「ものづくりでの環境評価～壊して測る」 
くらし環境系領域 准教授 吉田 英樹 
テーマⅢ：「シップリサイクルを通してのグローバル型環境教育の試み」 
         ものづくり基盤センター センター長 もの創造系領域 教授 清水 一道 
主  催：室蘭工業大学  
後 援：室蘭市，室蘭市教育委員会，(公財)室蘭テクノセンター，北海道新聞 室蘭支社 
 室蘭民報社 
日  時：平成 25 年 12 月 21 日(土) 13:00 ～ 17:00 
場  所：中嶋神社 蓬崍殿(室蘭市) 
参加者：126 名 
⑤札幌モーターショー2014(展示会出展助成事業) 





申請教員：もの創造系領域 講師 廣田 光智 
日  時：平成26年2月14日(金)10:00～18:00，15日(土) 9:00～18:00，16日(日) 9:00～17:00   
場  所：札幌ドーム(札幌市） 
参加者：22,409 名(1 日目)，42,836 名(2 日目)，50,019 名(3 日目) 
⑥道央技術交流会および視察見学会 
内 容：室工大の産学官連携活動と社会貢献 説明＆OASIS，FEEMA紹介および視察見学会 
産学官連携活動紹介：地域共同研究開発センター長 特任教授 鴨田 秀一 
後 援：公益財団法人道央産業振興財団 
日 時：平成26年2月20日(木) 11:00～12:00   




産学官連携活動紹介：地域共同研究開発センター 准教授 古屋 温美 
後  援：一般社団法人北海道中小企業家同友会苫小牧支部 
日  時：平成26年3月19日(水) 16:00～17:30   







室蘭市長 青山  剛 
平成 25 年度環境省「住民参加型低炭素都市形成モデル事業 
(室蘭グリーンエネルギータウン構想策定)」シンポジウム 
基調講演 
トヨタ自動車(株) 丸山 博邦 
テーマⅠ：「室蘭グリーンエネルギータウン構想策定」事業 中間報告  
室蘭地域環境・エネルギーフロンティア座長 理事(連携担当)・副学長 加賀屋誠一 
テーマⅡ：「低炭素社会実現に向けた展望」～水素モビリティを軸に～  
コーディネーター 理事(連携担当)・副学長 加賀屋誠一 
登壇者 
 室蘭市長 青山  剛 
トヨタ自動車(株) 丸山 博邦 
新日鐵住金(株) 林  浩明 





胆振総合振興局長 田邉 隆久 
パネルディスカッション 
「室蘭地域における低炭素社会構築に向けた取り組み」 
コーディネーター(NPO 法人室蘭地域再生工場) 藤当   満 
アイスシェルターについて(佐々木フォーラム代表) 村上 貴仁 
低炭素社会型エネルギー供給システムについて((株)日本製鋼所 研究開発本部) 伊藤 秀明 
再生可能エネルギーと地熱発電について(室蘭工業大学 教授) 香山   晃 
主 催：NPO 室蘭地域再生工場 
日  時：平成26年3月23日(日) 12:00～17:00  




(1)定期刊行物(平成 26 年 3 月)(3 件) 
①研究報告 №24 
②センターニュース №26 
  ③ニュースレター №101 
 
(2)学内講義棟での展示(1 件) 
①教員の研究シーズパネル展示(16 テーマ/2 ヶ月)6 回 
 
 
「微生物による汚染物質の分解と有効副産物の生産」(20 分)  
「食品や天然物質中における生物活性化合物の微量スクリーニング技術」(20 分)  
地域共同研究開発センター 准教授 古屋 温美  
主  催：北海道 技術・ビジネス交流会 実行委員会 
日  時：平成 25 年 11 月 7 日(木) 10:00 ～ 17:30，8 日(金) 9:30 ～ 17:00 
場  所：アクセスサッポロ，小展示場，研修室 A(札幌市) 





室蘭市長 青山  剛 
テーマⅠ：「カーボンフットプリントで CO2排出量を見える化」 
しくみ環境系領域 教授 永野 宏治 
テーマⅡ：「ものづくりでの環境評価～壊して測る」 
くらし環境系領域 准教授 吉田 英樹 
テーマⅢ：「シップリサイクルを通してのグローバル型環境教育の試み」 
         ものづくり基盤センター センター長 もの創造系領域 教授 清水 一道 
主  催：室蘭工業大学  
後 援：室蘭市，室蘭市教育委員会，(公財)室蘭テクノセンター，北海道新聞 室蘭支社 
 室蘭民報社 
日  時：平成 25 年 12 月 21 日(土) 13:00 ～ 17:00 
場  所：中嶋神社 蓬崍殿(室蘭市) 
参加者：126 名 
⑤札幌モーターショー2014(展示会出展助成事業) 





申請教員：もの創造系領域 講師 廣田 光智 
日  時：平成26年2月14日(金)10:00～18:00，15日(土) 9:00～18:00，16日(日) 9:00～17:00   
場  所：札幌ドーム(札幌市） 
参加者：22,409 名(1 日目)，42,836 名(2 日目)，50,019 名(3 日目) 
⑥道央技術交流会および視察見学会 
内 容：室工大の産学官連携活動と社会貢献 説明＆OASIS，FEEMA紹介および視察見学会 
産学官連携活動紹介：地域共同研究開発センター長 特任教授 鴨田 秀一 
後 援：公益財団法人道央産業振興財団 
日 時：平成26年2月20日(木) 11:00～12:00   




産学官連携活動紹介：地域共同研究開発センター 准教授 古屋 温美 
後  援：一般社団法人北海道中小企業家同友会苫小牧支部 
日  時：平成26年3月19日(水) 16:00～17:30   
場 所：教育・研究 7号館 Y 棟 Y202  
参加者：18 名 
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